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は
じ
め
に
　
明
清
通
俗
文
学
の
作
品
の
中
に
は
、
犯
罪
や
事
件
を
テ
ー
マ
と
す
る
ミ
ス
テ
リ
仕
立
て
の
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
中
国
古
典
の
ミ
ス
テ
リ
と
い
え
ば
、
十
三
世
紀
は
じ
め
、
南
宋
の
桂
万
栄
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
裁
判
実
話
集
『
棠
陰
比
事
』
以
来
、
北
宋
の
名
裁
判
官
包
拯
の
裁
判
説
話
を
収
集
し
、
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
『
龍
図
公
案
』
に
い
た
る
ま
で
、
錯
綜
す
る
事
件
を
み
ご
と
処
断
す
る
名
裁
判
官
の
活
躍
に
焦
点
を
絞
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
公
案
物
が
主
流
を
な
す（（
（
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
、
神
智
を
有
す
る
名
裁
判
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
に
反
比
例
し
て
、
犯
罪
や
事
件
そ
の
も
の
は
、
卑
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
犯
罪
や
事
件
は
裁
き
の
対
象
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
の
様
相
を
、
臨
場
感
を
持
っ
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
雪
冤
」
を
題
材
と
す
る
作
品
に
は
、
確
か
に
冤
罪
を
晴
ら
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
公
案
物
に
み
る
名
裁
判
官
の
明
断
に
焦
点
を
当
て
て
描
く
の
で
は
な
く
、
禍
に
遭
う
主
人
公
が
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
経
な
が
ら
も
、
科
挙
に
及
第
し
巡
察
御
史
に
な
り
、
自
ら
の
冤
罪
を
雪
ぎ
、
最
後
は
離
散
し
た
恋
人
（
ま
た
は
家
族
（
と
め
で
た
く
大
団
円
と
い
う
流
れ
を
描
く
も
の
で
あ
明
清
通
俗
文
芸
に
み
る
「
雪
冤
」
と
巡
察
御
史辻　
　
　
　
　
リ
　
　
ン
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。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
公
案
物
（
た
と
え
ば
後
述
す
る
竇
娥
冤
物
語
（、
ま
た
は
才
子
佳
人
物
と
見
做
さ
れ
て
、「
雪
冤
」
と
い
う
題
材
に
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
作
品
は
明
清
時
代
の
各
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
戯
曲
、
小
説
な
ど
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
厳
密
に
は
公
案
物
で
も
な
く
才
子
佳
人
物
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
従
来
の
定
説
で
は
、
こ
の
よ
う
な
雪
冤
題
材
の
作
品
の
う
ち
、
悲
劇
な
結
末
を
描
く
元
雑
劇
を
高
く
評
価
さ
れ
、
明
の
伝
奇
は
新
鮮
み
に
欠
け
る
な
ど
と
い
っ
た
理
由
で
、
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
パ
タ
ー
ン
化
に
な
る
一
群
の
作
品
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
中
国
の
庶
民
の
生
活
実
態
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
価
値
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
巡
察
制
度
に
つ
い
て
も
そ
の
実
態
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
社
会
の
様
相
も
見
う
る
と
考
え
る
。
　
共
通
の
型
を
持
つ
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
は
、
複
雑
周
到
、
成
熟
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
文
学
の
表
現
技
法
を
、
縦
横
に
駆
使
し
た
物
語
的
展
開
か
ら
見
て
も
、
そ
こ
に
織
り
込
ま
れ
る
問
題
意
識
や
諧
謔
性
あ
ふ
れ
る
人
間
模
様
か
ら
見
て
も
、
興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。
こ
と
に
明
末
清
初
に
成
立
し
た
作
品
は
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
明
末
デ
カ
ダ
ン
ス
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
漂
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
地
方
官
僚
の
監
察
と
司
法
の
公
正
の
た
め
に
あ
っ
た
は
ず
の
巡
察
御
史
（
厳
密
に
は
「
巡
撫
」
と
「
巡
按
御
史
」
と
が
あ
り
、
ま
た
、
王
朝
に
よ
っ
て
官
職
名
も
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
巡
察
御
史
」
と
称
す
る
（
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
必
ず
登
場
し
、
そ
れ
も
自
ら
（
ま
た
は
家
族
（
の
冤
罪
を
晴
ら
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
見
し
て
非
合
理
的
で
「
史
実
」
と
合
致
し
な
い
設
定
を
採
る
作
品
が
、
こ
れ
ほ
ど
も
多
く
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
観
（
聴
（
衆
が
お
り
、
民
衆
に
歓
迎
さ
れ
た
題
材
で
あ
る
こ
と
の
裏
返
し
と
も
言
え
よ
う
。
明
代
地
方
人
事
体
系
に
お
け
る
監
察
権
の
伸
長
に
関
し
て
は
、
明
代
制
度
構
成
の
一
大
特
徴
と
し
て
、
社
会
史
の
視
点
か
ら
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
る（（
（
。
し
か
し
通
俗
文
芸
の
題
材
と
こ
の
制
度
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
か
よ
う
な
雪
冤
題
材
を
も
つ
通
俗
文
芸
に
お
い
て
、
明
代
の
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官
僚
制
度
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
社
会
が
、
い
か
に
描
が
か
れ
て
い
る
か
、
両
者
が
い
か
な
る
影
響
関
係
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
み
た
い
。
一
　
雪
冤
題
材
の
系
譜
　『
中
国
制
度
史
』
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
成
文
法
の
成
立
は
い
つ
の
頃
か
不
明
で
あ
る
と
し
つ
つ
、『
左
伝
』
昭
公
六
年
、
叔
向
が
子
産
に
詒
る
書
に
あ
る
文
を
引
き
、
そ
の
時
代
に
す
で
に
刑
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る（（
（
。
中
国
の
文
学
に
お
い
て
、
犯
罪
、
裁
判
に
つ
い
て
は
『
詩
経
』
や
『
史
記
』
な
ど
に
も
多
く
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
稿
と
関
わ
り
の
あ
る
冤
罪
に
焦
点
を
あ
て
、
六
朝
時
代
の
『
捜
神
記
』
に
例
を
と
ろ
う
。「
淳
于
伯
」
の
話
は
、
　
　
晋
元
帝
建
武
元
年
六
月
、
揚
州
大
旱
、
十
二
月
河
東
地
震
、
去
年
十
二
月
暫
督
運
令
史
淳
于
伯
、
血
逆
流
上
柱
二
丈
三
尺
、
旋
復
下
流
四
尺
五
寸
、
是
時
淳
于
伯
冤
死
、
遂
頻
旱
三
年
、
刑
罰
妄
加
、
群
陰
不
附
、
則
陽
気
勝
之
、
罰
又
冤
気
之
応
也
（
巻
七
（
と
い
う
冤
死
の
話
で
あ
る
。
誤
っ
た
裁
判
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
、
そ
の
無
実
の
ゆ
え
に
不
思
議
が
起
こ
る
。「
東
海
孝
婦
」（
巻
十
一
（
も
冤
死
し
、
た
め
に
三
年
不
雨
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
。
　
こ
の
ほ
か
、『
太
平
広
記
』
巻
一
七
一
、
一
七
二
に
は
「
精
察
」
と
題
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
十
八
名
、
十
三
名
計
三
十
一
名
の
透
徹
し
た
眼
識
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
事
件
が
列
挙
さ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。「
顔
真
卿
」
と
題
し
て
、
　
　
顔
魯
公
真
卿
為
監
察
御
史
、
充
河
西
右
軍
覆
屯
交
兵
使
。
五
原
有
冤
獄
、
久
不
決
、
真
卿
立
弁
之
、
天
久
旱
、
及
獄
決
乃
雨
、
郡
人
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呼
御
史
雨
（
巻
一
七
二
、
出
『
伝
載
』（
冤
獄
の
内
容
は
記
さ
れ
な
い
が
、
解
決
し
た
と
こ
ろ
久
し
い
旱
魃
で
あ
っ
た
の
が
、
慈
雨
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
。
人
事
と
天
が
呼
応
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
い
。
　
宋
代
に
な
る
と
、
商
業
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
都
市
が
繁
栄
し
、
庶
民
階
層
が
勢
力
を
得
て
、
庶
民
文
芸
が
盛
行
す
る
。
そ
の
愛
好
を
受
け
た
語
り
物
の
世
界
に
公
案
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。『
酔
翁
談
録
』
に
公
案
の
演
目
が
十
六
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
胡
士
瑩
『
話
本
小
説
概
論
』
に
解
説
と
考
証
が
あ
る（（
（
。
　
元
代
に
な
る
と
、
元
雑
劇
の
な
か
に
公
案
劇
と
よ
ば
れ
る
作
品
群
が
現
れ
る
。
そ
れ
ら
は
数
量
に
し
て
ほ
ぼ
全
作
品
の
一
割
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
い
か
に
大
衆
に
歓
迎
さ
れ
た
か
知
ら
れ
よ
う
。
現
存
す
る
も
の
で
は
次
の
十
八
種
が
あ
る
。
　
　
竇
娥
冤
、
臨
江
驛
、
胡
蝶
夢
、
魯
斎
郎
、
後
庭
花
、
生
金
閣
、
救
孝
子
、
魔
合
羅
、
灰
闌
記
、
勘
頭
巾
、
殺
狗
勧
夫
、
陳
州
糶
米
、
硃
砂
担
、
合
同
文
字
、
神
奴
児
、
盆
児
鬼
、
留
鞋
記
、
酷
寒
亭
戯
文
で
は
、
小
孫
屠
役
興
遭
盆
吊
、
殺
狗
勧
夫
の
二
種
の
み
で
あ
る
が
、
題
名
だ
け
残
っ
て
い
る
も
の
に
、
錯
勘
屍
、
曹
伯
明
勘
贓
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
う
ち
の
『
竇
娥
冤
』『
臨
江
驛
』
は
冤
罪
題
材
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る（（
（
。
こ
の
よ
う
に
公
案
劇
が
大
量
に
書
か
れ
た
の
に
は
当
然
理
由
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
鄭
振
鐸
は
、『
五
雑
組
』
人
部
四
（
巻
八
（
に
み
え
る
話
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（（
（
。
　
　
元
時
達
魯
花
赤
為
政
、
不
通
漢
語
、
動
輒
詢
訳
者
。
江
南
有
僧
、
田
為
豪
家
所
侵
、
投
牒
訟
之
、
豪
家
賂
之
訳
。
既
入
、
達
魯
花
赤
問
訳
、
僧
訟
何
事
。
訳
曰
、
僧
言
天
旱
欲
自
焚
以
求
雨
耳
、
達
魯
花
赤
大
賞
賛
、
命
持
牒
上
、
訳
業
別
為
一
牒
、
即
易
之
以
進
、
覧
畢
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可
、
僧
不
知
也
。
出
門
、
則
豪
已
積
薪
通
衢
、
数
十
人
舁
僧
、
畀
火
中
焚
之
、
然
則
從
來
火
化
之
妄
惑
、
往
往
如
是
矣
。
元
代
は
蒙
古
人
統
治
の
時
代
で
、
そ
の
厳
し
い
社
会
状
態
と
切
り
離
し
え
な
い
。
中
国
人
の
風
俗
、
習
慣
は
お
ろ
か
、
中
国
語
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
統
治
者
た
ち
で
あ
り
、
無
法
律
、
無
天
理
の
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
翻
訳
官
あ
る
い
は
胥
吏
に
た
よ
る
法
廷
の
恐
ろ
し
さ
は
、
自
ら
焚
死
し
て
昇
天
す
る
と
い
う
こ
と
に
か
こ
つ
け
て
焼
き
殺
す
話
に
も
窺
え
よ
う
。
そ
う
し
た
社
会
は
勢
力
と
金
銭
と
が
法
律
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
型
の
公
案
物
語
を
生
み
出
し
た
。
ひ
と
つ
は
清
官
の
断
案
で
あ
る
。
勢
要
豪
家
を
恐
れ
ず
、
正
義
を
通
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
明
白
守
正
の
官
吏
が
無
実
の
平
民
を
救
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
当
時
の
一
般
的
な
事
実
で
も
あ
っ
た
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
元
雑
劇
に
お
け
る
公
案
劇
に
は
、
し
た
が
っ
て
事
理
に
く
ら
い
官
、
横
暴
な
官
吏
も
登
場
す
る
し
、
賢
明
な
人
物
、
ま
た
鬼
神
、
英
雄
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
包
公
が
登
場
す
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
宋
代
の
公
案
も
の
に
お
い
て
は
い
く
人
も
の
裁
判
官
が
登
場
す
る
が
、
元
雑
劇
に
お
い
て
は
包
拯
に
こ
と
よ
せ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
先
に
あ
げ
た
十
八
種
の
う
ち
、
八
種
す
な
わ
ち
胡
蝶
夢
、
後
庭
花
、
生
金
閣
、
灰
闌
池
、
陳
州
糶
米
、
合
同
文
字
、
盆
児
鬼
、
留
鞋
記
は
包
待
制
の
裁
判
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
裁
判
は
実
に
公
明
正
大
で
、
権
勢
を
恐
れ
ず
、
時
に
は
皇
帝
親
族
を
も
処
刑
す
る
。
そ
れ
は
裁
判
の
理
想
で
あ
り
、
民
衆
の
願
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
包
拯
が
理
想
化
さ
れ
て
正
義
を
代
表
す
る
裁
判
官
に
な
る
。
そ
れ
は
現
実
の
裏
が
え
し
で
あ
る
こ
と
、
鄭
振
鐸
の
指
摘
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
総
じ
て
い
え
ば
、
元
代
以
前
と
り
わ
け
元
雑
劇
『
竇
娥
冤
』『
臨
江
驛
』
を
代
表
と
す
る
同
題
材
の
作
品
に
は
、
主
人
公
が
思
わ
ぬ
災
い
に
遭
い
、
生
命
を
奪
わ
れ
る
。
悲
劇
の
色
合
い
が
濃
い
物
語
で
、
そ
の
悲
劇
は
ま
た
不
公
正
な
裁
判
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
最
後
は
冤
罪
が
は
れ
、
悪
人
が
捕
え
ら
れ
る
が
、
処
刑
さ
れ
た
命
は
生
還
で
き
な
い
。
人
事
と
天
が
呼
応
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
描
か
れ
、「
天
理
昭
然
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
冤
罪
の
真
相
が
す
べ
て
明
白
に
な
っ
た
の
は
天
の
理
に
よ
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
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無
実
の
罪
に
裁
判
官
が
詳
細
を
究
め
よ
う
と
せ
ず
、
曖
昧
に
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
官
た
る
も
の
が
軽
率
に
断
獄
し
、
情
に
任
せ
て
刑
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
実
は
当
然
そ
う
で
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
に
取
り
立
て
て
い
う
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
改
め
て
指
摘
す
る
の
は
現
実
に
お
い
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
当
時
の
裁
判
、
あ
る
い
は
裁
判
官
に
対
す
る
失
望
感
、
あ
る
い
は
痛
烈
な
風
刺
や
皮
肉
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
二
　
明
清
通
俗
文
学
に
み
る
「
雪
冤
」
題
材
　
明
清
の
小
説
、
戯
曲
、
弾
詞
、
宝
巻
な
ど
の
通
俗
文
学
に
、
自
身
ま
た
は
親
族
の
冤
罪
を
雪
ぐ
「
雪
冤
」
題
材
の
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
ず
明
代
の
一
大
通
俗
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
伝
奇
作
品
か
ら
挙
げ
て
み
る
と
、
以
下
の
二
十
種
以
上
に
の
ぼ
る
。
（
　
葉
憲
祖
『
金
鎖
記
』
　
　
清
抄
本
が
現
存
す
る
。『
古
本
戯
曲
叢
刊
三
集
』
に
そ
の
影
印
本
を
収
録
し
て
い
る
。『
今
楽
考
証
』、『
曲
考
』、『
曲
海
目
』、『
曲
録
』
な
ど
に
著
録
が
あ
る
。
呂
天
成
『
曲
品
』
で
は
葉
憲
祖
の
撰
と
し
て
い
る
が
、『
曲
海
総
目
提
要
』
で
は
撰
者
不
明
と
し
て
い
る
。
高
奕
『
新
伝
奇
品
』
で
は
袁
於
令
撰
と
し
て
い
る（（
（
。
（
　
王
国
柱
『
碧
珠
記
』
　
　『
碧
珠
記
』
に
つ
い
て
、
祁
彪
佳
は
『
遠
山
堂
曲
品
』
で
「
能
品
」
に
分
類
し
、「
絶
似
袁
鳧
公
之
竇
娥
冤
，
沈
寧
庵
之
合
衫
記
」
と
し
て
い
る
。「
袁
鳧
公
」
と
は
前
掲
（
袁
於
令
の
こ
と
で
、
こ
こ
の
袁
於
令
作
と
さ
れ
る
「
竇
娥
冤
」
は
（
『
金
鎖
記
』
の
別
名
で
あ
る
か
ど
う
か
、
考
証
を
待
ち
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
評
述
に
よ
り
『
碧
珠
記
』
は
元
雑
劇
『
竇
娥
冤
』
と
『
合
汗
衫
』
の
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
り
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
雪
冤
題
材
を
用
い
る
作
品
と
判
断
で
き
よ
う
。
（
　
心
一
山
人
『
何
文
秀
玉
釵
記
』
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万
暦
年
間
の
金
陵
富
春
堂
刊
刻
の
『
何
文
秀
玉
釵
記
』（
又
の
名
『
玉
釵
記
』『
両
重
恩
』（
が
現
存
す
る
。
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
、『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
に
そ
の
影
印
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
遠
山
堂
曲
品
』
で
は
「
具
品
」
に
分
類
し
て
い
る
。『
曲
海
総
目
提
要
』
で
は
「
本
小
説
弾
詞
而
作
」
と
し
て
い
る
。
　
（
　
季
陽
春
『
鳳
簪
記
』
　
　『
鳳
簪
記
』
に
つ
い
て
、
祁
彪
佳
『
遠
山
堂
曲
品
』
で
は
、『
玉
釵
』
と
同
じ
く
「
具
品
」
に
分
類
し
、「
記
何
文
秀
、
猶
之
玉
釵
也
、
不
若
彼
更
敷
暢
。」
と
評
し
て
い
る
。『
鳳
簪
記
』
の
テ
ク
ス
ト
は
伝
っ
て
い
な
い
が
、
明
の
万
暦
前
期
に
成
立
と
さ
れ
る
胡
文
煥
編
『
群
音
類
選
』
巻
十
五
に（（
（
、「
留
館
別
妓
」「
花
園
被
執
」「
深
淵
救
溺
」「
花
燭
成
親
」「
棄
子
全
英
」「
毀
容
立
節
」
の
六
齣
、
計
三
十
四
曲
が
選
録
さ
れ
て
い
る
。
選
録
さ
れ
た
六
齣
の
題
名
と
「
記
何
文
秀
」
と
い
う
祁
氏
曲
論
の
紹
介
か
ら
、『
鳳
簪
記
』
も
何
文
秀
物
語
を
本
事
と
し
、
（
『
玉
釵
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
こ
と
が
知
り
え
る
。
（
　『
八
義
双
杯
記
』（
撰
者
不
明
（
（
　
薛
旦
『
喜
連
登
』
　
　
（
『
八
義
双
杯
記
』
は
万
暦
金
陵
廣
慶
堂
刊
本
が
現
存
す
る
。
又
の
名
『
喜
聯
登
』。『
遠
山
堂
曲
品
』
で
は
「
猶
得
與
荊
、
劉
相
上
下
」
と
評
す
る
。『
今
樂
考
証
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
は
著
者
不
明
と
し
て
い
る
。
王
森
然
『
中
国
劇
目
辞
典
』
で
は
、
（
『
喜
連
登
』
は
（
『
八
義
双
杯
記
』
に
よ
る
改
編
本
と
し
て
い
る
。
馮
夢
龍
『
警
世
通
言
』
卷
二
十
『
張
廷
秀
逃
生
救
父
』
と
同
話
で
あ
る
。
（
　『
金
釵
記
』（
又
の
名
『
玉
堂
春
』、
撰
者
不
明
（
（
　
李
玉
田
『
玉
鐲
記
』
9
　『
完
貞
記
』（
撰
者
不
明
（
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（0
　『
金
釧
記
』（
撰
者
不
明
（
　
　
祁
彪
佳
『
遠
山
堂
曲
品
』
で
は
（
『
玉
鐲
記
』
を
「
具
品
」
に
分
類
し
「
不
謂
鄭
元
和
之
後
、
復
有
王
三
捨
。」
と
評
す
る
。
9
『
完
貞
記
』
（0
『
金
釧
記
』
は
「
能
品
」
に
分
類
し
て
い
る
。『
完
貞
記
』
を
「
記
王
順
卿
全
仿
原
伝
、
較
玉
鐲
稍
勝
之
」
と
評
し
て
い
る
。『
金
釧
記
』
に
つ
い
て
は
「
金
時
之
狎
劉
小
桃
、
似
玉
鐲
所
載
王
順
卿
事
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
評
論
に
よ
り
、
三
つ
の
作
品
は
馮
夢
龍
『
玉
堂
春
落
難
逢
夫
』
と
同
じ
本
事
で
あ
る
こ
と
が
推
知
で
き
る
。
ま
た
馮
夢
龍
の
『
情
史
類
略
』「
玉
堂
春
」
に
「
好
事
者
撰
為
『
金
釧
記
』。「
生
為
王
瑚
、
妓
為
陳
林
春
、
商
為
周
鏜
、
姦
夫
莫
有
良
。
其
転
折
稍
異
」
と
述
べ
て
い
る（9
（
。『
遠
山
堂
曲
品
』
に
著
録
の
『
金
釧
記
』
と
同
名
で
、
同
じ
く
玉
堂
春
物
語
を
本
事
と
し
て
い
る
が
、
人
名
に
異
同
が
あ
る
の
で
、
同
一
作
品
か
は
定
か
で
な
い
。
（（
　
沈
璟
『
合
衫
記
』
（（
　
周
継
魯
『
合
衫
記
』
（（
　『
白
羅
衫
』（
又
の
名
『
羅
衫
記
』、
撰
者
不
明
（
（（
　
劉
方
『
羅
衫
合
』
　
　
（（
沈
璟
『
合
衫
記
』
は
呂
天
成
の
『
曲
品
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
祁
彪
佳
『
遠
山
堂
曲
品
』
で
は
（（
周
継
魯
『
合
衫
記
』
に
つ
い
て
、「
其
事
絕
與
芙
蓉
屏
相
肖
、
但
此
羅
衫
会
合
処
、
関
目
稍
繁
耳
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
評
論
に
よ
り
、『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
第
二
十
七
卷
「
顧
阿
秀
喜
捨
檀
那
物
　
崔
俊
臣
巧
会
芙
蓉
屏
」
と
同
じ
本
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
遠
山
堂
曲
品
』
の
「
雅
品
」
に
も
う
一
作
の
『
合
衫
記
』
を
取
り
上
げ
て
、「
取
元
人
公
孫
合
衫
劇
参
錯
而
成
。」
と
述
べ
て
い
る
。
（（
『
白
羅
衫
』
と
（（
劉
方
『
羅
衫
合
』
と
は
『
今
樂
考
証
』『
新
伝
奇
品
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
に
著
録
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
元
雜
劇
『
合
汗
衫
』
と
同
じ
本
事
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
警
世
通
言
』
卷
十
一
「
蘇
知
縣
羅
衫
再
合
」、『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
の
「
芙
蓉
屏
」
も
同
話
で
あ
る
。
（（
『
合
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衫
記
』
と
（（
『
羅
衫
合
』
は
版
本
が
現
存
し
て
い
な
い
。
（（
『
白
羅
衫
』
は
清
抄
本
が
現
存
、『
古
本
戯
曲
叢
刊
三
集
』
に
こ
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（（
　
阮
大
鋮
『
春
燈
謎
』
（（
　『
双
珠
鳳
』（
撰
者
不
明
（
　
　
（（
『
春
燈
謎
』
は
明
刊
本
が
現
存
、『
古
本
戯
曲
叢
刊
二
集
』
に
そ
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（（
『
双
珠
鳳
』
は
版
本
が
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
今
樂
考
証
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
に
著
録
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
に
よ
り
、
（（
『
春
燈
謎
』
と
同
話
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
（（
　
盛
際
時
『
臙
脂
雪
』
　
　
清
抄
本
が
現
存
し
て
い
る
。『
古
本
戯
曲
叢
刊
三
集
』
に
そ
の
影
印
が
収
録
し
て
い
る
。『
今
樂
考
証
』『
新
伝
奇
品
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
に
著
錄
が
あ
る
。
（（
　『
繍
衣
郎
』（
撰
者
不
明
（
　
　
版
本
が
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
曲
海
総
目
提
要
』
の
紹
介
に
よ
り
、
（（
『
臙
脂
雪
』
と
同
じ
本
事
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
る
。
（9
　
徐
沁
『
広
寒
香
』
　
　『
今
樂
考
証
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
に
著
録
が
あ
る
。
文
治
堂
刊
本
が
現
存
す
る
。
（0
　『
庠
宮
緣
』（
撰
者
不
明
（
　
　
董
康
『
曲
海
総
目
提
要
』
で
は
「
不
知
何
人
作
、
述
巫
高
、
山
衣
雲
悲
歓
離
合
事
」
と
す
る
。
（（
　『
珍
珠
塔
』（
撰
者
不
明
（
　
　『
今
樂
考
証
』『
曲
考
』『
曲
海
目
』『
曲
録
』
に
著
録
が
あ
る
。
清
抄
本
が
現
存
し
、『
北
平
図
書
館
戯
曲
展
覧
会
目
録
』
に
収
録
さ
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れ
て
い
る
。
兪
正
峰
『
珍
珠
塔
』
弾
詞
と
同
じ
本
事
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
評
述
資
料
か
ら
、
そ
の
構
想
は
主
人
公
が
禍
に
遭
う
→
親
族
離
散
→
科
挙
に
合
格
し
巡
察
御
史
に
な
る
→
自
身
（
ま
た
は
家
族
（
の
冤
罪
を
雪
ぐ
→
大
団
円
と
い
う
共
通
し
た
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
前
掲
し
た
二
十
一
の
伝
奇
作
品
は
内
容
の
あ
ら
す
じ
か
ら
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
先
行
作
品
の
元
雑
劇
ま
た
は
同
じ
本
事
を
持
つ
小
説
、
宝
巻
、
弾
詞
な
ど
の
通
俗
文
芸
よ
り
改
編
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
（（
『
春
燈
謎
』
だ
け
は
こ
れ
ら
と
成
立
事
情
を
異
に
し
、
お
そ
ら
く
最
初
か
ら
阮
大
鋮
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
同
類
の
型
か
ら
逸
れ
ず
、
先
行
作
品
か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
。
元
雑
劇
と
比
べ
る
と
、
伝
奇
で
は
雪
冤
者
と
被
冤
者
と
の
家
族
関
係
に
変
化
が
あ
り
、
多
く
は
家
族
が
離
散
し
た
後
に
冤
罪
が
起
こ
る
こ
と
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
先
行
同
話
の
作
品
の
元
雑
劇
で
は
悲
劇
の
結
末
で
あ
っ
て
も
、
改
編
し
た
明
伝
奇
で
は
ほ
と
ん
ど
大
団
円
と
い
う
結
末
に
変
え
て
い
る
。
元
雑
劇
で
は
雪
冤
者
が
「
粛
政
廉
訪
使
」
の
に
対
し
て
、
明
伝
奇
で
は
「
巡
按
御
史
」
に
変
わ
る
。
こ
れ
は
元
明
時
代
の
官
職
名
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
文
学
作
品
と
り
わ
け
庶
民
文
芸
は
観
衆
（
聴
衆
（
の
好
み
や
要
請
に
応
じ
て
改
作
し
た
の
で
、
リ
ア
ル
に
時
代
を
反
映
し
た
と
言
え
よ
う
。
　
こ
こ
で
は
元
雑
劇
『
竇
娥
冤
』『
臨
江
驛
』
を
例
と
し
て
み
て
い
く
と
、『
臨
江
驛
』
は
構
想
上
、『
竇
娥
冤
』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
雑
劇
で
は
、
主
人
公
が
遭
っ
た
冤
罪
は
い
ず
れ
も
父
親
が
家
を
離
れ
た
後
に
起
き
、「
粛
政
廉
訪
使
」
に
な
っ
た
父
親
竇
天
章
（
ま
た
は
張
天
覚
（
は
家
族
の
冤
罪
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
雪
冤
」
も
経
緯
を
知
っ
た
そ
の
後
い
わ
ば
成
り
行
き
で
行
わ
れ
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ま
た
、
元
雑
劇
の
二
作
品
に
お
い
て
、
雪
冤
者
と
被
冤
者
が
父
親
と
娘
の
関
係
で
あ
る
が
、
娘
の
た
め
に
冤
罪
を
雪
ぐ
意
識
が
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
竇
天
章
の
せ
り
ふ
は
次
の
よ
う
で
あ
る（（0
（
。
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我
竇
家
三
輩
無
犯
法
之
男
、
五
世
無
再
婚
之
女
、
到
今
日
被
你
辱
沒
祖
宗
世
徳
、
又
連
累
我
的
清
名
。
娘
の
「
犯
罪
」
は
竇
家
代
々
の
面
目
を
潰
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
一
族
の
名
誉
を
維
持
し
法
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
姿
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。
対
し
て
、『
竇
娥
冤
』
を
本
事
と
す
る
前
掲
し
た
明
伝
奇
（
『
金
鎖
記
』
（
『
碧
珠
記
』
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
同
題
材
の
通
俗
文
学
作
品
群
で
は
、
雪
冤
や
仇
討
ち
が
目
的
と
な
り
、
こ
の
目
的
意
識
が
物
語
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。
雪
冤
者
と
被
冤
者
の
関
係
が
よ
り
緊
密
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
夫
婦
ま
た
は
恋
人
関
係
で
あ
る
。
二
人
の
離
散
は
ほ
か
な
ら
ぬ
冤
罪
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
雪
冤
者
は
当
事
者
の
一
人
で
も
あ
り
、
当
然
な
が
ら
判
決
を
下
す
前
に
す
で
に
事
件
の
経
緯
を
最
初
か
ら
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
冤
罪
を
雪
ぐ
こ
と
が
自
ら
の
目
的
意
識
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
（
『
玉
釵
記
』
の
中
で
、
何
文
秀
は
父
親
の
宿
敵
に
よ
る
執
拗
な
迫
害
に
遭
い
、
妻
と
も
離
散
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
経
て
、
科
挙
に
合
格
し
巡
按
御
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
真
っ
先
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
宿
敵
の
罪
状
を
収
集
し
、
仇
討
ち
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
『
双
杯
記
』
で
は
、
廷
秀
と
文
秀
の
兄
弟
が
両
親
の
冤
罪
で
迫
害
に
遭
っ
た
後
、
兄
弟
と
も
に
科
挙
に
合
格
し
、
そ
れ
ぞ
れ
常
州
推
官
と
山
西
巡
按
御
史
に
な
る
。
そ
こ
で
廷
秀
は
両
親
の
冤
罪
を
雪
ぎ
、
文
秀
は
宿
敵
を
裁
く
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
明
清
の
雪
冤
題
材
の
作
品
群
は
、
冤
罪
に
遭
う
→
雪
冤
の
た
め
に
努
力
す
る
→
科
挙
に
及
第
し
巡
按
御
史
に
な
る
→
悪
人
を
裁
き
冤
罪
を
晴
ら
す
と
い
う
明
ら
か
な
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
　
元
代
の
粛
政
廉
訪
使
は
ま
だ
法
の
公
正
を
重
ん
じ
、
職
権
の
私
用
を
し
な
い
姿
勢
を
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る（（（
（
。
対
し
て
明
代
の
巡
察
御
史
は
、
自
ら
の
た
め
に
職
権
を
使
う
と
い
う
の
が
庶
民
の
共
通
認
識
の
よ
う
に
、
文
芸
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
一
大
作
品
群
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
元
明
以
来
の
監
察
制
度
の
歪
み
を
リ
ア
ル
に
反
映
し
た
と
言
え
よ
う
。
監
察
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制
度
は
前
述
の
如
く
、
本
来
公
正
さ
を
目
的
に
歴
代
の
王
朝
が
実
施
し
た
制
度
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
雪
冤
題
材
の
作
品
群
は
こ
の
公
正
さ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
　
悲
劇
の
結
末
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
改
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
奇
作
品
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
る
。
元
雜
劇
『
竇
娥
冤
』
と
『
臨
江
驛
』
の
中
で
、
主
人
公
は
最
後
に
冤
罪
が
晴
れ
た
が
、
悲
劇
的
な
運
命
で
あ
っ
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
竇
娥
は
冤
罪
で
生
命
を
奪
わ
れ
、
そ
の
下
女
翠
鸞
は
死
に
は
至
ら
な
い
が
、
悪
し
き
男
に
嫁
が
さ
れ
た
あ
げ
く
寡
婦
に
な
る
。
し
か
し
明
伝
奇
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
の
色
合
い
が
濃
い
物
語
の
中
に
、
男
女
主
人
公
の
出
会
い
の
プ
ロ
ッ
ト
を
付
け
加
え
、
男
女
が
離
散
す
る
悲
痛
さ
を
醸
し
出
し
、
最
後
で
は
悲
喜
ご
も
ご
も
の
大
団
円
で
終
わ
る
設
定
に
変
わ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
改
編
は
同
話
の
『
金
鎖
記
』
の
中
で
も
見
ら
れ
る
。
元
雑
劇
で
は
、
竇
娥
が
処
刑
後
に
、
仲
夏
六
月
の
空
か
ら
大
雪
が
降
り
、
人
間
の
怨
嗟
に
天
が
呼
応
す
る
と
い
う
。
竇
娥
の
悲
劇
は
不
公
正
な
裁
判
と
い
う
現
実
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
『
金
鎖
記
』
で
は
、
処
刑
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
雪
が
降
り
だ
し
た
の
で
、
処
刑
官
が
そ
れ
を
み
て
冤
罪
だ
ろ
う
と
悟
り
、
一
旦
執
行
を
取
り
や
め
た
。
そ
の
後
、
母
親
の
提
言
に
よ
り
父
竇
天
章
は
娘
と
再
会
す
る
。
竇
天
章
は
事
件
を
再
審
し
、
竇
娥
が
釈
放
さ
れ
る
。
悪
人
の
張
驢
兒
は
雷
に
打
た
れ
て
死
ぬ
と
い
う
因
果
応
報
の
話
も
付
け
加
え
る
。
さ
ら
に
は
、
蔡
婆
に
は
商
売
を
す
る
息
子
蔡
昌
宗
が
お
り
、
昌
宗
が
科
挙
試
験
の
水
路
の
途
中
で
舟
が
覆
し
龍
女
に
救
わ
れ
る
。
昌
宗
は
龍
女
と
三
年
の
婚
姻
生
活
を
送
っ
た
後
，
人
間
界
に
返
り
科
挙
試
験
で
狀
元
と
な
る
。
最
後
に
夫
妻
が
船
の
中
で
め
で
た
く
再
会
す
る
と
い
う
紆
余
曲
折
な
設
定
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
強
引
的
な
改
編
の
理
由
は
、
雑
劇
と
伝
奇
に
お
け
る
脚
本
の
文
学
的
特
徴
の
異
同
、
時
代
変
化
に
よ
る
社
会
の
審
美
感
の
変
化
、
お
よ
び
著
者
と
観
衆
の
考
え
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
こ
ま
で
主
に
明
清
時
代
の
雪
冤
題
材
の
特
徴
を
み
て
き
た
。
雪
冤
題
材
は
と
り
わ
け
明
伝
奇
で
多
く
作
ら
れ
、
一
大
作
品
群
と
な
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
流
れ
を
汲
み
、
清
の
半
ば
以
降
近
現
代
ま
で
、
多
く
の
地
方
劇
や
語
り
物
芸
能
な
ど
に
も
同
題
材
の
作
品
が
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ら
れ
る
。
以
下
に
題
名
と
か
か
る
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
み
を
挙
げ
る（（（
（
。
　「
金
鎖
記
」　
　
宝
巻
、
京
劇
、
河
北
梆
子
、
又
名
「
六
月
雪
」
　「
臨
江
驛
」　
　
京
劇
、
評
劇
、
紹
興
文
戯
　「
何
文
秀
」　
　
弾
詞
、
宝
巻
、
越
劇
、
閩
劇
、
莆
仙
戯
、
廬
劇
「
王
蘭
英
祭
靈
」、
泗
州
戯
「
夜
祭
」
　「
空
印
盒
」　
　
京
劇
、
絲
弦
戯
　「
玉
堂
春
」　
　
弾
詞
、
京
劇
、
豫
劇
、
梆
子
戯
等
、
又
名
「
萬
花
船
」
　「
奇
巧
報
」　
　
京
劇
　「
白
羅
衫
」　
　
宝
巻
、
京
劇
、
崑
曲
、
晋
劇
、
徽
劇
、
川
劇
、
秦
腔
、
河
北
梆
子
　「
回
杯
記
」　
　
越
劇
、
評
劇
、
道
情
「
張
廷
秀
私
訪
」、
豫
劇
「
王
二
姐
思
夫
」
　「
奇
双
会
」　
　
京
劇
、
崑
曲
、
豫
劇
、
徽
劇
、
楚
劇
、
漢
劇
、
湘
劇
、
川
劇
　「
五
女
拜
寿
」　
越
劇
、
黄
梅
戯
、
秦
腔
、
豫
劇
　「
陳
三
両
」　
　
京
劇
、
越
劇
、
四
平
戯
　「
謝
瑤
環
」　
　
京
劇
、
越
劇
　「
金
雀
扇
」　
　
秦
腔
、
又
名
「
審
姜
礼
」
　「
臙
脂
宝
褶
」　
京
劇
、
川
劇
、
漢
劇
、
湘
劇
、
徽
劇
、
河
北
梆
子
、
桂
劇
「
臙
脂
雪
」
　「
双
珠
鳳
」　
　
弾
詞
、
宝
巻
、
京
劇
「
選
花
楼
会
」、
錫
劇
、
越
劇
、
閩
劇
、
廬
劇
、
淮
劇
、
五
音
戯
　「
三
進
士
」　
　
京
劇
、
川
劇
、
漢
劇
、
湘
劇
、
滇
劇
、
徽
劇
、
秦
腔
、
河
北
梆
子
、
河
北
絲
弦
　「
珍
珠
塔
」　
　
弾
詞
、
宝
巻
、
京
劇
、
錫
劇
、
川
劇
、
徽
劇
、
秦
腔
、
黄
梅
戯
、
廬
劇
、
越
劇
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　「
双
合
印
」　
　
宝
巻
、
鼓
詞
、
秦
腔
、
晋
劇
、
川
劇
「
広
平
府
」、
漢
劇
、
湘
劇
　「
春
香
伝
」　
　
弾
詞
、
粤
劇
、
越
劇
、
京
劇
、
黄
梅
戯
　「
玉
連
環
」　
　
弾
詞
、
宝
巻
、
越
劇
、
又
名
「
李
翠
英
」
　「
鴻
鸞
喜
」　
　
京
劇
、
又
名
「
豆
汁
記
」
　「
羅
帕
記
」　
　
宝
巻
、
黄
梅
戯
、
揚
劇
　「
玉
鐲
縁
」　
　
弾
詞
、
桂
劇
　「
陷
巣
州
」　
　
廬
劇
、
又
名
「
人
不
如
狗
」
　「
四
進
士
」　
　
京
劇
、
皮
黄
、
秦
腔
　「
巻
席
筒
」　
　
曲
劇
、
道
情
、
秦
腔
、
豫
劇
、
又
名
「
斬
張
蒼
」
こ
れ
ら
の
演
目
は
先
行
作
品
と
比
べ
る
と
、
構
想
上
、
禍
に
遭
う
→
離
散
→
主
人
公
が
巡
按
御
史
に
な
る
→
家
族
（
ま
た
は
自
身
（
の
冤
罪
を
雪
ぐ
→
大
団
円
と
い
う
型
は
変
わ
ら
な
い
。
内
容
は
官
僚
や
司
法
の
不
公
正
を
暴
く
の
み
な
ら
ず
、
本
来
あ
る
先
行
作
品
の
あ
ら
す
じ
の
中
に
、
社
會
の
風
習
、
倫
理
道
徳
、
人
間
模
様
な
ど
に
も
焦
点
を
あ
て
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
『
鴻
鸞
喜
』
は
出
世
し
た
夫
が
糠
糟
の
妻
を
捨
て
る
話
、『
羅
帕
記
』
は
夫
が
悪
人
に
唆
さ
れ
て
懐
妊
の
妻
を
家
か
ら
追
い
出
す
話
、『
奇
双
会
』
は
妻
が
夫
を
殺
害
し
児
女
を
も
迫
害
す
る
話
、『
巻
席
筒
』『
金
雀
扇
』
は
継
母
（
叔
母
（
が
家
財
を
略
奪
す
る
た
め
に
甥
を
迫
害
す
る
話
、『
三
進
士
』
は
嫁
が
姑
を
殺
害
す
る
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
世
間
人
情
を
描
く
話
も
従
来
あ
る
型
の
中
に
綯
い
混
ぜ
る
。
　
ま
た
冤
罪
に
遭
う
者
（
主
人
公
（
の
性
別
の
設
定
も
変
わ
る
。
元
雑
劇
の
二
作
は
い
ず
れ
も
女
主
人
公
が
禍
に
遭
い
、
父
親
が
粛
政
廉
訪
使
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
元
代
と
い
う
乱
世
の
中
で
漢
族
の
女
性
が
低
い
地
位
に
お
か
れ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
女
性
の
生
き
づ
ら
さ
も
反
映
す
る
。
ま
た
裏
を
返
せ
ば
、
社
会
の
弱
者
は
親
族
に
権
力
者
が
い
な
け
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れ
ば
救
え
な
い
と
い
う
現
実
の
反
映
と
も
言
え
よ
う
。
明
末
清
初
の
伝
奇
の
中
で
は
、
主
人
公
が
男
性
と
い
う
設
定
が
大
多
数
を
占
め
る
。
男
主
人
公
が
御
史
に
な
り
、
自
ら
（
ま
た
は
家
族
の
（
冤
罪
を
晴
ら
す
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
に
よ
る
創
作
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
対
し
て
、
清
の
半
ば
以
降
は
、
女
性
が
御
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
権
限
を
も
っ
て
家
族
（
恋
人
（
の
冤
罪
を
雪
ぐ
設
定
が
多
く
現
れ
る
。
例
え
ば
、
伝
奇
『
双
珠
鳳
』
は
男
主
人
公
が
科
挙
に
合
格
し
御
史
に
な
る
と
い
う
旧
套
に
反
し
て
、
主
人
公
霍
定
金
が
男
装
し
て
科
挙
に
合
格
し
、
才
能
が
皇
帝
に
認
め
ら
れ
御
史
に
な
り
、
恋
人
の
文
必
正
の
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
を
描
く
。
秦
腔
『
金
雀
扇
』
は
姜
定
生
が
継
母
符
氏
の
迫
害
で
川
に
落
さ
れ
る
。
符
氏
は
定
生
の
叔
父
姜
礼
が
甥
を
殺
害
し
た
と
誣
告
す
る
。
姜
礼
は
殺
人
の
罪
で
投
獄
さ
れ
る
。
落
水
し
た
定
生
は
人
に
救
わ
れ
て
科
挙
に
合
格
し
、
按
察
に
な
る
。
離
散
し
た
妻
も
男
装
し
て
科
挙
に
合
格
し
御
史
に
な
る
。
夫
妻
二
人
で
事
件
を
再
審
し
、
叔
父
の
冤
罪
を
晴
ら
す
。
こ
の
よ
う
に
女
性
が
救
わ
れ
る
側
か
ら
救
う
側
に
変
わ
る
の
は
、
こ
の
時
期
、
弾
詞
な
ど
の
通
俗
文
芸
に
女
性
著
者
が
増
え
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
　
明
清
伝
奇
で
は
、
例
え
ば
『
何
文
秀
玉
釵
記
』『
金
鎖
記
』『
双
珠
鳳
』『
玉
連
環
』
な
ど
、
男
の
主
人
公
は
苦
難
の
中
で
ふ
た
り
の
女
性
と
出
会
い
、
最
後
は
「
一
夫
二
妻
」
大
団
円
と
い
う
設
定
を
採
る
が
、
清
末
民
国
年
間
以
降
の
地
方
劇
で
は
ほ
と
ん
ど
改
編
さ
れ
る
。
『
玉
釵
記
』
を
例
に
あ
げ
よ
う
。
書
生
何
文
秀
は
妓
女
の
劉
月
金
を
気
に
入
り
南
京
の
妓
院
に
長
居
す
る
。
そ
の
後
、
何
家
の
宿
敵
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
一
家
皆
殺
し
を
さ
れ
る
。
何
文
秀
は
指
名
手
配
さ
れ
た
の
で
蘇
州
に
逃
げ
る
こ
と
に
す
る
。
別
れ
際
に
、
文
秀
は
妓
女
劉
月
金
と
夫
婦
の
約
束
を
し
、
月
金
は
玉
釵
を
証
と
し
て
文
秀
に
贈
る
。
ま
た
避
難
の
途
中
で
王
太
師
の
令
嬢
王
瓊
珍
と
出
会
い
夫
婦
に
な
る
。
そ
の
後
ま
た
し
も
悪
人
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
妻
と
も
離
散
す
る
。
の
ち
科
挙
試
験
に
及
第
し
巡
察
御
史
に
な
り
、
宿
敵
の
悪
人
を
裁
き
、
妻
の
瓊
珍
と
再
会
す
る
。
瓊
珍
は
文
秀
と
月
金
の
約
束
を
理
解
し
、
月
金
を
妓
院
か
ら
迎
え
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
一
夫
二
妻
め
で
た
く
大
団
円
に
な
る
と
い
う
。
　
対
し
て
、
清
末
民
国
以
降
の
同
話
の
宝
巻
や
越
劇
で
は
、
前
半
の
南
京
の
妓
館
を
遊
び
、
妓
女
劉
月
金
と
出
会
い
、
別
れ
際
に
月
金
が
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玉
釵
を
贈
る
と
い
う
く
だ
り
が
、
勉
学
の
た
め
南
京
に
い
く
こ
と
に
改
編
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
妓
女
劉
月
金
の
登
場
が
な
い
ゆ
え
、
明
伝
奇
の
よ
う
な
一
夫
二
妻
大
団
円
と
い
う
結
末
も
変
わ
る
。
ま
た
越
劇
で
は
、
文
秀
の
父
何
棟
は
最
初
か
ら
死
去
し
た
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
何
文
秀
を
「
遊
冶
少
年
」
か
ら
勉
学
に
励
む
好
青
年
に
変
え
た
。
ま
た
こ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
後
半
で
遭
遇
し
た
数
々
の
苦
難
も
よ
り
観
衆
の
涙
を
誘
う
と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
三
　
明
清
通
俗
文
芸
に
み
る
雪
冤
題
材
と
巡
察
制
度
　
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
雪
冤
題
材
の
一
大
特
徴
は
、
主
人
公
の
運
命
の
転
換
点
と
な
る
の
が
科
挙
に
及
第
し
「
巡
察
御
史
」
に
な
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
実
の
社
会
や
政
治
の
シ
ス
テ
ム
の
き
し
み
と
呼
応
し
て
生
ま
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
作
品
群
を
生
む
に
い
た
っ
た
明
と
い
う
時
代
と
り
わ
け
そ
の
巡
察
制
度
の
概
観
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
　
唐
代
の
巡
按
御
史
や
元
代
の
御
史
台
の
存
在
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
明
代
以
前
に
も
監
察
官
が
地
方
官
に
対
す
る
監
察
活
動
の
た
め
地
方
を
巡
視
し
、
あ
る
い
は
地
方
に
常
駐
し
た
例
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
全
地
方
官
の
人
事
を
左
右
す
る
ま
で
に
監
察
官
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
の
は
、
明
代
に
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
代
の
官
僚
制
度
は
、
監
察
官
の
権
限
が
非
常
に
強
化
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
人
事
の
最
高
決
定
権
を
行
使
す
る
ほ
か
、
監
察
官
に
は
人
事
行
政
へ
の
監
察
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
巡
按
御
史
に
は
、
地
方
官
の
人
事
を
左
右
す
る
考
察
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
明
史
に
み
る
都
察
院
の
右
副
都
御
史
の
肩
書
き
を
持
つ
巡
撫
と
巡
按
御
史
が
地
方
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
く
過
程
は
、
ま
さ
に
監
察
権
の
全
面
的
な
抬
頭
と
言
え
よ
う
。
特
に
正
統
年
間
（
一
四
三
六-
一
四
四
九
（
か
ら
、
巡
按
御
史
は
按
察
使
に
代
わ
っ
て
地
方
巡
察
の
任
務
を
専
担
す
る
と
同
時
に
、
按
察
使
に
対
す
る
弾
劾
権
さ
え
も
行
使
す
る
こ
と
と
な
っ
た（（（
（
。
従
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七
品
の
巡
按
御
史
は
、
地
方
行
政
や
監
察
の
中
枢
役
た
る
按
察
使
・
布
政
使
を
上
回
る
権
限
を
持
ち
つ
つ
、
巡
撫
を
牽
制
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
巡
按
の
日
常
的
な
監
察
活
動
を
人
事
に
直
接
反
映
す
る
、
い
わ
ゆ
る
不
時
考
察
の
例
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
嘉
靖
二
一
年
（
一
五
四
二
（、
考
察
に
よ
っ
て
「
貪
酷
」
非
違
事
実
を
摘
発
さ
れ
た
場
合
、
従
五
品
以
上
の
官
僚
は
弾
劾
、
六
品
以
下
は
た
だ
ち
に
拏
問
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
考
察
制
は
担
当
者
・
実
務
処
理
な
ど
の
制
度
的
な
面
の
変
化
と
と
も
に
、
地
方
の
行
政
体
系
に
対
す
る
影
響
力
も
際
だ
っ
て
増
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
一
連
の
経
緯
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
明
政
府
は
地
方
官
の
人
事
運
用
を
撫
按
の
監
察
に
任
せ
、
絶
対
的
権
限
を
与
え
て
い
っ
た
。
巡
察
強
化
に
対
す
る
政
府
の
公
式
的
立
場
は
、
貪
官
の
摘
発
と
民
生
安
定
と
い
う
側
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
政
府
側
に
よ
っ
て
も
う
一
つ
、
巡
察
支
持
の
重
要
な
根
拠
と
し
て
拳
げ
ら
れ
た
の
は
、
巡
撫
と
巡
按
御
史
の
監
察
活
動
が
「
下
情
上
達
」
の
通
路
で
あ
る
点
で
あ
る
。
洪
武
年
間
以
来
、「
広
く
且
つ
密
か
に
現
地
の
輿
論
を
収
集
す
る
」
と
い
う
建
て
前
の
上
で
、
巡
按
御
史
の
情
報
収
集
活
動
が
奨
励
さ
れ
て
き
た
。
撫
按
に
情
報
収
集
活
動
を
奨
励
し
た
こ
と
は
、
考
察
の
プ
ロ
セ
ス
に
地
方
の
様
々
な
勢
力
が
介
入
す
る
端
緒
に
も
な
っ
た
。
一
年
ご
と
に
派
遣
さ
れ
る
巡
按
御
史
の
監
察
活
動
は
、
中
央
と
地
方
を
直
接
つ
な
げ
る
接
点
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
巡
按
御
史
の
存
在
が
、
既
存
の
地
方
官
僚
組
織
の
秩
序
を
破
壊
す
る
ま
で
強
大
化
し
、
巡
按
御
史
の
権
限
が
布
政
使
や
按
察
使
を
凌
ぐ
ま
で
増
大
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
清
代
の
史
家
趙
翼
は
、『
明
史
』「
循
吏
伝
」
の
序
文
を
纏
め
た
上
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
洪
武
以
来
の
吏
治
は
百
餘
年
の
間
、
澄
ん
で
清
ら
か
で
あ
っ
た
。
英
宗
・
武
宗
の
際
、
内
外
の
変
動
が
多
か
っ
た
が
、
貪
残
な
官
僚
が
な
か
っ
た
た
め
、
民
心
は
土
崩
の
虞
が
な
か
っ
た
。
嘉
隆
以
後
、
吏
部
の
考
察
法
は
い
た
ず
ら
に
具
文
と
な
り
、
人
々
は
自
ら
顧
み
重
ん
ず
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
撫
按
の
権
限
が
重
ん
ず
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
撫
按
の
権
限
が
重
す
ぎ
て
、
挙
劾
は
た
だ
賄
賂
の
み
が
問
題
に
な
り
、
み
ん
な
貪
墨
を
も
っ
て
上
司
を
奉
じ
た
。
こ
こ
か
ら
吏
治
は
日
々
や
ぶ
れ
、
民
生
は
日
々
苦
し
む
。
つ
い
に
、
国
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亡
す
る
に
及
ん
だ（（（
（
。
巡
察
を
通
じ
て
貪
吏
を
粛
正
し
て
民
生
を
守
る
、
と
い
う
巡
察
強
化
の
建
て
前
は
現
実
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
巡
察
が
強
化
す
る
に
従
っ
て
そ
の
公
正
性
は
問
わ
れ
、
度
重
な
る
巡
察
が
結
局
、
民
力
の
疲
弊
を
招
く
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
は
常
に
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
十
年
間
に
わ
た
る
嘉
靖
年
間
を
通
し
て
、
巡
察
に
よ
る
様
々
な
弊
害
を
憂
う
声
は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
　
か
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
社
会
現
実
は
、
明
末
清
初
の
通
俗
文
芸
に
み
る
雪
冤
と
巡
按
御
史
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
絶
大
な
権
限
を
持
つ
巡
按
御
史
で
な
け
れ
ば
、
冤
罪
を
雪
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
当
時
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
時
に
、
司
法
の
公
正
の
た
め
に
設
立
し
た
は
ず
の
監
察
制
度
に
対
す
る
否
定
と
風
刺
に
も
な
る
。
　
ま
ず
は
、
監
察
官
の
選
抜
制
度
に
対
す
る
否
定
で
あ
る
。
元
代
に
設
立
し
た
按
察
司
は
地
方
官
経
験
者
で
、
か
つ
道
徳
面
で
高
尚
な
「
名
士
」
か
ら
選
抜
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
前
述
し
た
元
雑
劇
の
二
作
に
登
場
す
る
竇
天
章
と
張
天
覚
は
い
ず
れ
も
「
廉
潔
奉
公
」
と
賞
賛
さ
れ
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
設
定
も
こ
の
制
度
に
合
致
す
る
。
明
代
の
監
察
法
に
も
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る（（（
（
。
　
　
凡
都
察
院
、
各
道
監
察
御
史
並
首
領
官
、
按
察
司
並
首
領
官
、
自
今
務
得
公
明
廉
重
0
0
0
0
、
老
成
歴
練
0
0
0
0
之
人
、
奏
請
除
授
、
不
許
以
新
進
初
仕
及
知
印
、
承
差
、
吏
典
出
身
人
員
充
用
。
同
様
に
「
経
験
」「
廉
潔
さ
」
を
重
視
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
前
掲
し
た
明
末
清
初
の
雪
冤
題
材
の
作
品
に
は
例
外
な
く
、
科
挙
試
験
で
状
元
に
な
っ
た
主
人
公
が
権
力
者
（
ま
た
は
皇
帝
（
に
気
に
入
ら
れ
、
す
ぐ
「
巡
按
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
設
定
に
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。
　
つ
ぎ
に
、
監
察
官
の
「
回
避
制
度
」
に
対
す
る
否
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
明
代
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る（（（
（
。
　
　
凡
監
察
御
史
、
按
察
司
追
問
公
事
、
中
間
如
有
仇
嫌
之
人
、
並
聴
移
交
陳
説
回
避
、
若
朦
朧
懐
私
按
問
、
致
有
違
枉
者
、
於
反
坐
上
加
二
等
科
罪
、
所
問
雖
実
、
亦
不
応
科
断
。
と
い
う
規
定
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
回
避
制
度
と
は
本
来
、
司
法
の
公
正
の
た
め
に
、
監
察
官
の
私
情
を
は
さ
む
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
出
身
地
へ
の
赴
任
や
親
族
の
案
件
を
回
避
す
る
こ
と
に
対
す
る
規
定
と
罰
則
で
あ
る
。
し
か
し
雪
冤
題
材
の
作
品
は
す
べ
て
に
お
い
て
、
自
身
（
ま
た
家
族
（
の
冤
罪
を
晴
ら
す
、
す
な
わ
ち
公
権
の
私
用
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
伝
奇
『
玉
釵
記
』
を
例
に
み
て
み
よ
う
。
　
何
文
秀
の
父
何
棟
は
山
東
提
学
副
使
に
在
任
中
、
寿
陽
県
の
知
県
陳
練
の
息
子
が
科
挙
試
験
の
不
正
を
判
明
し
、
そ
の
合
格
を
取
り
消
し
た
。
陳
練
は
南
京
府
巡
察
御
史
に
昇
進
す
る
と
、
何
家
に
凄
ま
じ
い
報
復
を
し
、
無
実
の
罪
を
着
せ
て
一
家
皆
殺
し
を
す
る
。
最
後
に
文
秀
が
科
挙
試
験
に
及
第
し
巡
察
御
史
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
た
絶
大
な
権
力
を
利
用
し
て
、
す
ぐ
宿
敵
を
裁
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
一
見
非
合
理
的
で
史
実
離
れ
で
あ
る
が
、
実
際
は
明
末
の
官
僚
制
度
の
混
乱
、
官
僚
の
腐
敗
を
リ
ア
ル
に
具
現
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
社
会
状
況
に
あ
っ
た
伝
奇
の
撰
者
に
と
っ
て
、
私
利
私
欲
の
追
求
に
明
け
暮
れ
て
経
世
の
本
分
を
忘
れ
た
汚
職
官
吏
な
ど
は
、
あ
り
の
ま
ま
に
描
か
ざ
る
を
得
な
い
対
象
と
し
て
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
世
界
で
も
類
の
な
い
厳
正
さ
を
誇
っ
て
い
た
は
ず
の
科
挙
の
試
験
に
さ
え
賄
賂
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
腐
敗
し
き
っ
た
官
僚
界
な
ど
、
明
末
社
会
の
断
面
を
み
ご
と
に
浮
彫
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
史
実
と
か
け
離
れ
た
設
定
も
、
作
品
の
変
化
過
程
と
關
連
付
け
て
考
え
、
時
代
ご
と
の
特
色
と
あ
わ
せ
て
解
釋
す
れ
ば
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理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
こ
こ
ま
で
明
清
通
俗
文
芸
に
お
け
る
雪
冤
を
題
材
と
し
た
作
品
と
こ
れ
ら
の
作
品
が
生
ま
れ
た
明
代
の
官
僚
制
度
と
社
会
背
景
を
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
評
述
資
料
か
ら
、
そ
の
構
想
は
主
人
公
が
禍
に
遭
う
→
恋
人
（
家
族
（
離
散
→
巡
按
御
史
に
な
る
→
自
ら
の
冤
罪
を
雪
ぐ
→
大
団
円
と
い
う
共
通
し
た
型
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
型
の
中
に
、
恋
あ
り
、
殺
人
あ
り
、
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
剰
に
奔
騰
す
る
さ
ま
が
、
鮮
や
か
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
溢
れ
か
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
根
底
的
に
非
士
大
夫
的
な
も
の
、
有
り
体
に
言
え
ば
市
井
に
生
き
る
庶
民
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
街
の
盛
り
場
で
民
衆
を
相
手
に
語
ら
れ
た
通
俗
文
芸
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
民
衆
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
民
衆
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
代
の
通
俗
文
芸
の
作
者
（
編
者
（
は
、
概
ね
士
大
夫
階
層
の
末
端
に
連
な
る
文
人
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
こ
う
し
た
民
衆
的
な
語
り
物
の
精
神
を
吸
収
し
つ
つ
、
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
物
語
世
界
を
具
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
品
群
に
顕
著
に
う
か
が
え
る
の
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
駆
使
し
て
、
既
成
の
体
制
や
現
実
秩
序
に
対
す
る
否
定
や
風
刺
な
ど
の
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
明
末
清
初
の
通
俗
文
芸
に
お
け
る
雪
冤
を
題
材
と
し
た
作
品
を
検
討
し
つ
つ
、
総
体
と
し
て
、
古
び
た
社
会
・
政
治
シ
ス
テ
ム
の
転
換
期
に
あ
っ
た
明
末
の
時
代
の
気
風
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
主
要
参
考
文
献
（
　
李
修
生
主
編
『
古
本
戯
曲
劇
目
提
要
』、
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
（
　
董
康
等
校
訂
『
曲
海
総
目
提
要
』、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
。
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（
　
葉
徳
均
『
戯
曲
小
説
叢
考
』、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
。
（
　
荘
一
拂
『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
（
　
郭
英
德
『
明
清
伝
奇
叙
録
』、
河
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
（
　
澤
田
瑞
穂
『
増
補
　
宝
巻
の
研
究
』「
宝
巻
提
要
」、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
。
（
　
車
錫
倫
『
中
国
宝
卷
総
目
』、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
注（（
（	
公
案
物
と
は
、
犯
罪
お
よ
び
裁
判
を
主
題
と
す
る
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
公
案
と
は
公
府
の
案
牘
の
こ
と
で
あ
り
、
法
令
に
よ
っ
て
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
も
公
案
と
い
う
。
禅
家
に
お
い
て
公
案
と
い
う
の
は
、
求
道
者
に
提
示
し
て
参
究
す
べ
き
問
題
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
が
、
こ
こ
で
い
う
公
案
物
の
公
案
と
直
接
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
中
国
通
俗
文
学
史
の
う
え
で
用
い
ら
れ
る
の
は
宋
代
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
代
の
都
市
繁
昌
記
で
あ
る
『
都
城
紀
勝
』『
夢
梁
録
』『
古
杭
夢
遊
録
』
な
ど
の
「
小
説
」
の
項
目
の
下
に
「
説
公
案
」
と
見
え
、
宋
の
羅
燁
『
酔
翁
談
録
』
に
「
公
案
」
を
語
る
演
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
（
（	
『
宮
崎
市
定
全
集
』
（（
『
明
清
』
を
参
照
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
（
（
（	
「
夏
有
乱
政
而
作
乱
刑
、
商
有
乱
政
而
作
湯
刑
、
周
有
乱
刑
而
作
九
刑
」。
呂
思
勉
『
中
国
制
度
史
』
第
十
七
章
「
刑
法
」、
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
（
（
（	
『
話
本
小
説
概
論
』
第
二
四
九
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。
（
（
（	
公
案
劇
に
つ
い
て
は
、
荘
司
格
一
『
中
国
の
公
案
小
説
』
参
照
、
研
文
出
版
、
一
九
八
八
年
。
（
（
（	
『
中
国
文
学
研
究
』
第
三
巻
「
元
代
公
案
劇
産
生
的
原
因
及
其
特
質
」、
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。
（
（
（	
蒋
星
煜
、
斉
森
華
、
趙
山
林
編
『
明
清
伝
奇
鑑
賞
辞
典
』
は
高
奕
『
新
伝
奇
品
』
に
よ
り
、
袁
於
令
撰
と
し
て
い
る
。
（
（
（	
中
華
書
局
影
印
本
、
一
九
八
〇
年
。
（
9
（	
『
情
史
類
略
』、
岳
麓
書
社
、
一
九
八
三
年
。
（
（0
（	
関
漢
卿
『
竇
娥
冤
』
第
四
齣
。
臧
懋
循
編
『
元
曲
選
』
第
四
冊
第
一
五
一
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
。
（
（（
（	
例
え
ば
、
竇
天
章
の
登
場
に
「
從
今
後
把
金
牌
勢
剣
從
頭
擺
，
将
濫
官
汚
吏
都
殺
壊
，
與
天
子
分
憂
，
万
民
除
害
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
。
前
掲
注
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（0
、
第
一
五
一
七
頁
。
（
（（
（
傅
惜
華
『
清
代
雑
劇
全
目
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
（、『
中
国
曲
学
大
辞
典
』（
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（、『
中
国
劇
目
辞
典
』
（
河
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
を
参
照
。
（
（（
（『
万
暦
会
典
』
巻
二
一
〇
、
都
察
院
、「
出
巡
事
宜
」：「
国
初
、
監
察
御
史
、
及
按
察
司
分
巡
官
、
巡
歴
所
属
各
府
州
県
、
拮
抗
行
事
。
洪
武
中
、
詳
定
職
掌
。
正
統
間
、
又
推
広
申
明
、
著
為
憲
綱
、
及
憲
体
、
相
見
礼
儀
。
事
例
甚
備
。
迨
後
按
察
司
官
、
聴
御
史
挙
劾
、
而
御
史
始
専
行
出
巡
之
事
」。
（
（（
（
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
三
、
明
初
吏
治
「
且
是
時
、
吏
部
考
察
之
権
最
重
。（
中
略
（
一
時
風
気
如
此
、
故
為
守
令
者
、
無
不
潔
己
愛
民
、
恥
于
清
議
。
循
吏
伝
序
云
：
洪
武
以
来
、
吏
治
澄
清
者
百
餘
年
、
当
英
宗
・
武
宗
之
際
、
内
外
多
故
、
而
民
心
無
土
崩
之
虞
、
由
吏
鮮
貪
残
故
也
。
嘉
隆
以
後
、
吏
部
考
察
之
法
、
徒
為
具
文
、
而
人
皆
不
自
顧
惜
。
撫
按
之
権
太
重
、
挙
劾
惟
賄
是
視
、
而
人
皆
貪
墨
以
奉
上
司
。
於
時
吏
治
日
、
民
生
日
蹙
、
而
国
亦
遂
以
亡
失
」。
（
（（
（	
申
時
行
等
重
修
『
明
会
典
』
巻
二
百
九
「
急
缺
選
用
」
第
一
〇
四
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
。
（
（（
（	
『
皇
明
制
書
』「
憲
綱
」
二
十
七
条
第
一
七
六
頁
、
上
海
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
。
＊
本
稿
は
早
稻
田
大
學
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（（0（0C-0（（
（
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
